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決算総括

連結 増収増益
• 【営業収益】 増収（2期連続増）過去最高
• 【営業利益】 増益（2期連続増）過去二番目
• 【経常利益】 増益（2期連続増）過去最高
• 【当期純利益】増益（2期連続増）過去最高

※当期純利益は親会社株主に帰属する当期純利益

単体 減収増益
• 【営業収益】 減収（9期ぶり減転）過去二番目

（前期過去最高）
• 【営業利益】 増益（2期連続増）過去最高
• 【経常利益】 増益（2期連続増）過去最高
• 【当期純利益】増益（2期連続増）過去最高
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業績結果(連結)
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連結経営成績 2022年2月期（年間）

(単位：百万円、％)

2020/2 2021/2 2022/2
実績 実績 実績 前期比 前期差

営業収益 433,641 439,326 439,740 100.1 414

営業利益 10,463 14,037 15,362 109.4 1,325

経常利益 11,380 15,053 16,952 112.6 1,898
親会社株主に

帰属する当期純利益 6,101 9,724 10,647 109.5 922

増収増益
 収益面 国内食品小売業は、引き続き「巣ごもり消費」により堅調で
あったことに加え、前期に苦戦した中国百貨店事業・国内飲食事業・国
内衣料品小売事業の一定の回復により増収

 利益面 連結子会社の営業収益改善による利益回復及び経費見直しによ
る損益分岐点の低下 人件費においては生産性改善による人件費抑制と
前期の特別感謝金・賞与支給反動により増益



(単位：百万円、％)

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

営業収益
実績 104,911 111,049 106,746 117,032

前期比 103.8 99.8 98.3 98.8

営業利益
実績 2,896 4,157 2,809 5,498

前期比 187.9 97.4 83.9 112.7

経常利益
実績 3,243 4,416 3,173 6,118

前期比 187.2 94.1 89.4 120.5
親会社株主に

帰属する
四半期純利益

実績 2,038 3,110 2,121 3,376

前期比 550.6 89.5 85.3 99.6
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連結業績概況 2022年2月期 四半期推移

 第1四半期 前期の日本国内・中国活動自粛の反動影響
 第2･3四半期 緊急事態宣言による営業制限により低調
 第4四半期 変異株拡大による「巣ごもり消費」の高まり
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連結 主要会社別業績 営業収益
(単位：百万円、％)

2020/2 2021/2 2022/2
実績 実績 実績 前期比 前期差

㈱平和堂 374,841 389,765 388,461 99.7 △1,303
連結子会社計 104,895 99,948 101,992 102.0 2,043

平和堂(中国) 27,867 23,129 24,461 105.8 1,332
㈱ベストーネ 26,076 31,083 31,796 102.3 712
㈱ナショナルメンテナンス 8,814 9,069 9,153 100.9 84
㈱ファイブスター 11,101 8,014 8,265 103.1 251
㈱丸善 6,751 6,900 6,629 96.1 △270
㈱ダイレクトショップ 6,561 6,840 6,044 88.4 △796
㈱エール 6,320 6,517 6,761 103.7 243
㈱シーオーエム 2,870 3,100 3,310 106.8 210
富山フューチャー開発㈱ 2,302 2,480 2,711 109.3 231
㈱ヤナゲン 2,433 889 937 105.3 47
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連結 主要会社別業績 経常利益
(単位：百万円、％)

2020/2 2021/2 2022/2
実績 実績 実績 前期比 前期差

㈱平和堂 10,909 15,071 15,179 100.7 108
連結子会社計 1,700 1,109 2,255 203.3 1,146

平和堂(中国) 1,326 816 1,127 138.1 311
㈱ベストーネ 4 176 459 260.7 283
㈱ナショナルメンテナンス 330 331 369 111.3 37
㈱ファイブスター 229 △407 △300 ʷ 106
㈱丸善 △42 51 34 67.4 △16
㈱ダイレクトショップ △238 △115 △182 ʷ △67
㈱エール △35 △30 132 ʷ 163
㈱シーオーエム 138 260 288 110.8 28
富山フューチャー開発㈱ △295 △169 42 ʷ 211
㈱ヤナゲン 115 200 214 106.9 13
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連結設備投資状況

(単位：百万円)

2020/2 2021/2 2022/2
実績 実績 実績 前期差

連結 21,569 12,278 9,336 △2,942
単体 11,305 10,530 8,876 △1,654

新設店舗 2,617 4,424 472 △3,952

既存
店舗

改装 2,308 1,212 2,217 1,005
修繕 1,876 1,750 1,870 120

その
他

ＩＴ 1,284 2,072 2,489 417
その他 3,220 1,072 1,496 424

連結子会社 10,264 1,748 792 △956

 単体「新設店舗」は、スーパー業態、前期3店舗、今期1店舗
 単体「改装」は前期コロナ禍により延期した反動
 単体「ＩＴ」はDX推進（HOPウォレット導入、生産性改善のシステ
ム・機器導入）

 連結子会社は、前期、外壁塗装、修繕等が増加



平和堂SC外出店 3.4店舗目
イオンタウン千種

（愛知県5月28日）
テラッソ姫路

(兵庫県10月30日)

連結投資内容(設備投資関連）

©2022 HEIWADO Co., Ltd. All rights reserved 9

フレンドマート草津大路店（滋賀県）(4月2日)

新店投資

ダイレクトショップ
エニタイムフィットネス
2店舗出店

CoCoRoPlus

シーオーエム
ケンタッキー・フライド・チキン 2店舗出店
サーティワンアイスクリーム 1店舗出店



連結投資内容(店舗改装投資関連）
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アル・プラザ鶴見 衣住改装
アル・プラザ武生

食品大改装＋
地域サロン

おとなReスペース
設置

 従来の碁盤の目のレイアウトから曲線を多用した通路設定に変更
天井の意匠含め感度の高い売場へ。書店テナントと文具売り場コラボ

改装投資
 食品改装については2014年度から2021年度まで、計画的に実施し、
延べ107店舗の改装を実施 堅調な食品業績の主要因となっている

 2021年度以降は、第2ステップとして、衣料品住居関連品・テナン
ト・コミュニティ―ゾーンといったショッピングセンター全体の付加
価値を高める改装を進める



連結投資内容（ＩＴ関連投資）
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◆HOPウォレット利用開始

◆AI需要予測発注
日配品全店導入

 発注業務生産性向上
 発注業務時間90％削減を目標

今後、
 レジでの決済時間短縮
 販促手段の多様化
 チャージ手段拡大 ＊滋賀銀行、HOPVISAからのチャージでスタート
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連結キャッシュフロー

営業CF

＋20,283 投資CF

△9,042
財務CF

△6,655

現金及び
現金同等物の
期首残高

現金及び
現金同等物の
期末残高

24,816

2021/2
30,137
2022/2

単位：百万円

税前利益
15,852
非資金性損益（主に減価償却）
13,377
営業活動に係る債権債務増減
△2,708
法人税及び利息受払
△6,237

有利子負債関連
△4,496
その他
△2,159

設備投資関係
△8,709
その他
△332

(＋5,321)
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連結フリーキャッシュフローの推移
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単位：百万円

 前期に引き続き高い利益水準によりフリーCFは高い水準
 2023年2月期、2024年2月期と続く大規模投資に備える

久御山食品センター
ファボーレ（富山）

大型投資影響
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連結経営指標
(単位：円、％)

2020/2 2021/2 2022/2
営業収益営業利益率 2.4 3.2 3.5
営業収益経常利益率 2.6 3.4 3.9
自己資本当期純利益率(ROE) 3.9 6.0 6.2
総資産経常利益率(ROA) 3.9 5.1 5.7
1株当たり当期純利益(EPS) 116.32 185.41 203.00
1株当たり配当金(DPS) 35 38 42
配当性向(DPS÷EPS) 30.1 20.5 20.7
1株当たり純資産(BPS) 3,011.81 3,156.74 3,340. 18
自己資本 157,968 165,567 175,188
自己資本比率 53.2 55.6 58.5
有利子負債比率 29.6 21.0 17.3
ネット有利子負債比率 15.3 3.8 △2.6

有利子負債比率＝有利子負債÷自己資本 ネット有利子負債比率＝(有利子負債ʷ現金･預金)÷自己資本
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連結 会社別コロナ関連 特別利益

(単位：百万円、％)

2022/2

実績

連結合計 1,139

平和堂 513

㈱ファイブスター 443

㈱ユーイング 68

㈱エール 38

㈱シーオーエム 36

㈱ダイレクトショップ 34

舞鶴流通産業㈱ 3

富山フューチャー開発㈱ 2

 新型コロナウイルス感染
症による緊急事態宣言発
出に伴う、休業要請・営
業時間短縮要請に応じた
ことによる行政からの協
力金は、特別利益として
計上

 コロナ関連特別損失は、
22百万円(前期213百万
円)

 コロナにより失われた営
業収益は、2,200百万円
(単体1,780百万円)



©2022 HEIWADO Co., Ltd. All rights reserved 16

業績結果(単体)
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単体経営成績 2022年2月期 （年間）

(単位：百万円、％)

2020/2 20212 2022/2

実績 実績 実績 前期比 前期差

営業収益 374,841 389,765 388,461 99.7 △1,303

営業利益 9,604 13,558 13,816 101.9 258

経常利益 10,909 15,071 15,179 100.7 108

当期純利益 8,216 9,486 9,965 105.0 479

減収増益
 前期に引き続き「巣ごもり」により食品は堅調な業績 緊急事態宣言発
出による、休業要請・時短営業の影響として△1,780百万円

 販売管理費は、前期に発生した特別感謝金・特別賞与関連経費（1,660
百万円）の反動により前期を下回る

 特別利益は、時短協力金として513百万円計上
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単体業績概況 2022年2月期 四半期推移

 第4四半期は、前期の特別賞与支給反動により大幅増益

(単位：百万円、％)

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

営業収益
実績 91,648 98,413 95,495 102,904

前期比 100.7 99.4 99.5 99.2

営業利益
実績 2,442 3,753 2,742 4,877

前期比 99.4 88.3 92.7 125.3

経常利益
実績 3,080 3,917 3,026 5,155

前期比 86.5 86.5 99.5 130.7

四半期
純利益

実績 2,058 2,706 2,207 2,992

前期比 86.1 82.2 112.4 163.0
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単体 商品別売上高

(単位：百万円、％)

2020/2 2021/2 2022/2 既存店
前期比実績 実績 実績 構成比 前期比

合計 352,198 367,796 366,520 100.0 99.7 98.9

食料品 268,239 288,853 287,984 78.6 99.7 99.0

生鮮食品 124,358 134,843 134,667 36.7 99.9 99.0

一般食品 143,880 154,009 153,316 41.8 99.6 98.9

衣料品 30,035 23,754 24,198 6.6 101.9 101.1
住居関連品 36,562 37,792 36,727 10.0 97.2 96.4

商品供給 8,533 8,835 8,713 2.4 98.6 ʷ

その他 8,827 8,562 8,897 2.4 103.9 ʷ

 前期に引き続き「巣ごもり消費」が年間を通じて発生するも前期を上回
ることは無かった

 衣料品はコロナ下においても一定の需要が回復した
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単体売上高 減少要因

360,000

361,000

362,000

363,000

364,000

365,000

366,000

367,000

368,000

369,000

370,000

食品

その他

住関

閉店 商品
供給

2021/2 2022/2

その他

△2,920 △1,332

＋261 △1,947

＋4,483 △123

366,520367,796 新店

＋43

(△1,275)

＋257

衣料

既存店△3,733
既存店前期比98.9％

単位：百万円

 前期に引き続きコロナ下による「巣ごもり消費」は堅調に推移するも、
前期を上回ることは難しく、衣料品は営業縮小の影響により期待を下
回った
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単体 業績概況 2022年2月期 販売管理費

(単位：百万円、％)

2020/2 2021/2 2022/2
実績 実績 実績 前期比 前期差

販売管理費 107,754 107,200 106,605 99.4 △595
広告宣伝費 4,207 2,509 2,687 107.1 178
販売促進費 4,598 5,169 4,941 95.6 △227
人件費 51,120 52,936 51,251 96.8 △1,685
賃借料 11,836 11,207 11,862 105.8 654
減価償却費 8,680 8,873 9,259 104.4 386
水道光熱費 4,733 4,337 4,272 98.5 △64
その他 22,577 22,166 22,329 100.7 162

 人件費：既存店舗では生産性改善により抑制、前期特別感謝金360百万
円、期末特別賞与1,300百万円支給反動

 賃借料：営業外収入との両建取消廃止影響444百万円
 水道光熱費：年度後半は燃料調整費急上昇
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単体 生産性向上対策と個人の成⾧

90

94

98

102

106

2018/2 2019/2 2020/2 2021/2 2022/2

総労働時間

直接人件費

単価

 2019/2期より生産性向上の取組みを活発化。待遇改善（人件費単価UP,
福利厚生制度向上）と筋肉質経営を両立させる
2022/2期実績 2018/2期比 総労働時間91.1％、単価107.4％、人件費97.8％

 教育研修・コンプライアンス学習等、e-learningにより、誰でも自分の
スマホでも参加可能

e-learning
現在のコンテンツ数
（2022年1月現在）

①お知らせ、説明 ５２
②階層別 １５４
③講座、昇格試験 １３１
④売場別、課別 ５６８
⑤入社教育 ２９

計 ９３４
生産性向上と待遇改善
（既存店比較）
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単体営業利益 増加要因

12,000

12,500

13,000

13,500

14,000

14,500

15,000

15,500

売上
高

増加
によ
る

粗利
益

減少

その
他

費用
増加

粗利
益率
悪化

人件
費

減少

減価
償却
費増
加

2021/2 2022/2

営業
収入
減少

△342 △386

△27 ＋49 ＋1,685△654

13,81613,558

広告
宣伝
販売
促進
費

減少

△162

(＋258)

＋420

在庫
評価
方法
変更

＋64

賃借
費

増加

粗利益高△308

水光
熱費
減少

△386単位：百万円

 人件費は、前期の特別感謝金・特別賞与（1,660百万円)支給反動と既存
店舗の生産性改善による作業人員削減
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2023年2月期の計画
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2023年2月期 業績予想

予想値は新収益認識基準を表記 前期比・差は新旧比較 (前期比)は旧旧比較 単位：百万円、％

連結 単体
予想値 前期差 前期比 (前期比) 予想値 前期差 前期比 (前期比)

営業収益 409,000 △30,741 93.0 101.4 372,000 △16,462 95.8 102.2

営業利益 14,100 △1,263 91.8 91.8 11,700 △2,117 84.7 84.7

経常利益 15,900 △1,052 93.8 93.8 13,500 △1,680 88.9 88.9

親会社株主に帰属す
る当期純利益/

当期純利益
9,300 △1,347 87.3 87.3 8,100 △1,866 81.3 81.3

 2023年2月期からは、新収益認識基準を適用することで営業収益につい
ては、連結では37,000百万円、単体では25,000百万円の減額影響

 新型コロナウイルス感染症については、一定の影響が継続すると想定
 原油高騰により、光熱費は、連結では1,200百万円、単体では1,000百万
円増加する見込み

 単体は、投資の増加により、一時費用･減価償却費が1,100百万円増加
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2023年2月期連結設備投資計画

(単位：百万円)

2022/2 2023/2
実績 計画 計画前期差

連結 9,336 20,450 11,114
単体 8,876 18,277 9,401

新設店舗 472 987 515

既存
店舗

改装 2,217 5,059 2,842
修繕 1,870 2,226 356

その他
ＩＴ 2,489 4,681 2,192
他 1,496 5,324 3,828

連結子会社 792 2,173 1,381

 改装投資は、食品改装に加え、テナント導入を含めた衣料・住関売場魅
力と坪効率向上、コミュニティゾーン機能強化を推進し、全館の魅力向
上を目指す

 その他については、2024年2月期稼働の新デリカセンターの先行投資



連結投資主な内容
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ビバホーム一宮店(3月1日)
初年度売上高目標22.5億円

ファイブスター3店舗出店

システム投資
◆AI発注部門拡大

・生鮮への導入
◆HOPマネー機能

拡充
◆新レジ導入開始

・レジ時間短縮
・販促機能強化
・衣住レジ刷新等

◆ネットスーパー 新デリカセンター
2023年5月期稼働

新店投資 海座 2店舗

ココス富山飯野店

改装投資
全館の魅力向上・・・
店舗により、改装段階を
踏む場合と一度に改装する
店舗あり。

◆衣食住全館改装４店舗
◆食品大改装 ５店舗
（含む子会社エール峰山）

◆食品小改装 ５店舗
◆衣住改装 ５店舗

その他投資
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連結フリーキャッシュフローの推移

-25,000

-15,000

-5,000

5,000

15,000

25,000

35,000

営業CF 投資CF フリーCF

単位：百万円

 前期に引き続き高い利益水準によりフリーCFは高い水準
 2023年2月期、2024年2月期と続く大規模投資に備える

久御山食品センター
ファボーレ（富山）

大型投資影響
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課題認識と主な取組み
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中⾧期ビジョン

「地域密着のライフスタイル総合（創造）企業」を目指す。

小売業中心とした既存の事業の更なる成⾧だけでなく、地域の生活全般
に目を向け、地域に根差した新しい事業の創出を推進し、平和堂の持続
的成⾧を実現する。地域と共にこれからの地域社会を創造していく（地
域共創）
前提は、「地域の健康」
＝人が健康で地域社会が健康であ
ること
地域社会の健康とは、地域活動や
地域経済が活性化されている状態。
行政、地元企業、地域住民等との
連携・連動を取りながら、地域経
済が好循環することを目指す。

重点テーマ
「健康・子育て・高齢者」 地域の健康
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主な取組み

（１）顧客満足度向上・ロイヤルカスタマー拡大
①魅力ある店づくり
◆商品・サービスの魅力の向上

ブランド強化（プライベートブランドE-WA商品の拡大、
くらしモア強化、地元商品拡大、地場商材活用）

◆食品改装から全館改装へ
直営・テナントの総合的魅力向上と

コミュニティゾーン（買い物以外の楽しみ）機能強化
エリアの中核店舗の魅力向上と

エリア内店舗とのコラボレーション強化
◆エリア内食品シェア向上

食品売場強化（生鮮＋頻度品価格）＋全館の魅力向上

これらの課題認識、取組みを進めていく中で、現行ビジネスの
強化、進化、新たなチャレンジを進める
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主な取組み E-WAブランドの強化

一般食品から生鮮、衣料品、住居関連品へ拡大
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主な取組み E-WA商品開発の強化

一
口
サ
イ
ズ
（
プ
チ
）

生クリーム カスタードクリーム

エクレア

季節商品展開（期間限定）

9~10月（マロン）

11~12月（あまおう）

2月バレンタイン（チョコ）

3~4月（抹茶）

新
た
な
味
（
期
間
限
定
） 2021年6月

人気商品の広がり
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主な取組み 地場商材の多様な商品化

©2022 
HEIWA
DO Co., 
Ltd. All 
rights 
reserve
d

34
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主な取組み 地域連携

平和堂ファームの取組み

E-WA!滋賀県産いちごのチューハイ12/15発売
・形が悪いだけで出荷ができないお困り事を解決
＜地域生産者様、ＪＡレーク滋賀様、普及所様、加工食品課と連携＞
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主な取組み 地域サロン開設

趣味で地域住民との交流を促進 体操で交流 イベントで交流

【チェックカウンター】
いつでも気軽に健康を
チェック

【コンシェルジュ】
地域サロンの運営と売
場でお客様へ向かう接
客を実施

地域住民の世代を超えた交流を促進 （2021年11月19日AP武生）

36



©2022 HEIWADO Co., Ltd. All rights reserved 37

主な取組み 暮らしのサポート、サービス拡大

◆平和堂ホーム･サポートサービス(2010年~）
お買い物代行サービス暮らしの
お困りごとお手伝い

離れてお暮しのご家族に連絡
滋賀県世帯100％カバー
20年福井・岐阜進出

◆移動販売
（2021年6月～）

滋賀県甲賀市でサービス開始

＜インターネット活用サービス＞
◆オンラインショップ（サービス中断中）
2021年2月より中元歳暮から化粧品等へ拡大
21年12月中断 22年5月から再開（まず御中元）
◆オンラインイベント（2021年度3回開催）
滋賀の地酒と全国逸品めぐり
◆ネットスーパー（2022年第４四半期～）
サービス開始準備中



©2022 HEIWADO Co., Ltd. All rights reserved 38

主な取組み

顧客満足度向上・ロイヤルカスタマー拡大

②継続的会員拡大
◆HOPカード会員 ４１０万人（2018年比 107％）
◆モバイル会員 １０６万人（2018年比 181％）
◆らぶきっず会員 ２６万人（2018年比 234％）

③決済手段 利便性向上
◆HOPマネー決済拡大 ４５％（2018年比 400％）
◆2022年2月HOPウォレット （スマホ決済）導入
（チャージ対象：滋賀銀行・HOPVISAからスタート）

④情報発信強化
◆オンライン発信強化 （インスタ、YouTube）
インスタフォロワー数全社 ７.９万人(店舗、商品部等)

⑤顧客データ分析
◆ロイヤルカスタマーの育成、ONEtoONE販促の推進



©2022 HEIWADO Co., Ltd. All rights reserved 39

単体 キャッシュレス決済比率状況顧客

 2016年から「ＨＯＰマネー」サービスを開始
 当初の決済比率は5％程度に留まる
 「ＨＯＰマネー」利用には、現金支払より「HOPポイント」の付与率
を上乗せすることで利用率は大幅に上昇

 今後更に、サービス拡大、利便性を向上させる

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2019/2 2020/2 2021/2 2022/2

ＨＯＰマネー

HOPiD､VISA
他社ｸﾚiD

PayPay系

HOPEdy

他社Edy

他

現金

11.6 16.0 39.0 44.9
HOPマネー比率

24.3
キャッシュ
レス比率

28.8
60.252.5



©2022 HEIWADO Co., Ltd. All rights reserved 40

顧客分析

◆ロイヤルカスタマーの拡大
ONEtoONE販促の推進

 顧客の嗜好に合わせた商品提案で、より満足度の高い購買
体験を実現し、ロイヤルカスタマーを拡大する

クラスター分析によるONEtoONE販促
ⅰ似ている購買行動の顧客をまとめる(セグメント)
ⅱ購買実績よりランク分け
ⅲ上位ランクにあって下位ランクにない商品群
⇒購買嗜好が似ている為、買って頂ける可能性は高い
と想定、モバイルでのアプローチを実施。

現在個店で試験的に実施。平均HIT率 10% ⇒今後30%へ
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主な取組み

（２）店舗展開

①エリア内食品シェア向上
食品売場強化（生鮮＋頻度品価格対応）＋全館の魅力向上
＊食品改装については2014年度から2021年度まで、延べ107店舗の
改装を計画的に実施。更に新MDを継続的に追加。

②新たな取組み
３００坪人口密集エリア型モデルの構築
都市型、ローカル型小規模店舗開発
ショップの外部出店拡大 (事例・・CoCoRoPlus）
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エリアシェア 事例）近江八幡エリア

Ｔ社出店
Ｌ社出店

Ｄ社転換

 デイスカウント型スーパー増に対してシェアアップ

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022(予)

近江八幡店 篠原店 フレンドマート・Ｄ武佐店 フレンドマート安土店 フレンドマート江頭店

フレンドマート八幡上田店 アル・プラザ近江八幡 フレンドマート八幡鷹飼店 丸善近江八幡店

Ｖ社出店予定

近江八
幡閉店

FM八幡
上田改装

FM八幡
鷹飼開店

FM江頭
改装

AP近江八幡改装
食2022年1月28日

全館６月予定
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エリアシェア 事例）大津中心部エリア

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
アル・プラザ大津 フレンドマート膳所店 フレンドマート大津西の庄店 フレンドマート大津京店

フレンドマート大津なかまち店 フレンドマート大津テラス店 フレンドマート大津駅前店

AP大津
閉店

FMなか
まち開店

FM大津テ
ラス開店

FM大津
駅前開店

 新規出店・建替え（S&B）により売上高・シェアは倍増

FM大津京

FMなかまち

FM大津駅前

FM大津テラス

FM大津西の庄

FM膳所

琵琶湖

大津市

AP大津S＆Bで
マンション＋
FM大津駅前
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新規フォーマットの検討
 都市型３００坪店舗の売上レベルのばらつきを無くし、安定的に一定
レベルの業績が出せる店舗に進化させ、出店の可能性を広げる

 2011年開店の大阪市西淀川千舟店でチャレンジ中 22年2月改装

 人口密集エリア・過疎エリア・ドミナントエリアにおいても、
利益性が担保できる、小規模店舗の2023年2月期の開店を目指す



美や健康に関心の高い20～30歳代の女性
を中心に人気のコスメ、雑貨ショップ
平和堂グループ内23店舗展開

エアポートウォーク名古屋（西春日井郡）

テラッソ姫路（姫路市）

MOMOテラス（京都市）

ら
ら
ぽ
ー
と
和
泉

（
和
泉
市
）

イ
オ
ン
タ
ウ
ン

千
種
（
名
古
屋
市
）

2022年3月18日Open

2021年5月28日Open

2021年10月30日Open

2020年3月19日Open

2017年7月21日Open

平和堂ショッピングセンター外出店
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配当について

2020/2 2021/2 2022/2 2023/2

当期純利益(百万円) 6,101 9,724 10,647 9,300

配当金(百万円) 1,835 1,993 2,202 2,202

1株当配当金(円) 35 38 42 42
決算日株価(円) 1,859 2,089 1,975 -

純資産(百万円) 160,075 167,616 177,337 -

配当性向(%) 30.1 20.5 20.1 23.7

配当金利回り(%) 1.88 1.82 2.13 -

 2022年2月期の業績を踏まえ、期末4円増配し23円とする（年間42円）
 2023年2月期は42円を予想
 2022年4月20日自己株式6百万株(発行済株式総数の10.25%)を消却予定

※当期純利益は親会社株主に帰属する当期純利益
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補足資料 連結
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連結 主要会社別業績 営業収益増減要因
(単位：百万円)

2022/2
実績 前期差 増減要因

連結子会社計 101,992 2,043
平和堂(中国) 24,461 1,332 前期に続きコロナ禍による行動制限

為替影響10.8%2,386百万円押上

㈱ベストーネ 31,796 712 前期久御山食品センター4月からの本格稼働とデリカ好調

㈱ナショナルメンテナンス 9,153 84 大型工事スポット受注、コロナ関連業務

㈱ファイブスター 8,265 251 前期コロナ禍による営業縮小、休業反動

㈱丸善 6,629 △270 前期の「巣ごもり消費」特需反動

㈱ダイレクトショップ 6,044 △796 前期の「巣ごもり消費」による書籍販売好調反動

㈱エール 6,761 243 前期衣料品の需要消滅の反動

㈱シーオーエム 3,310 210 前期同様テイクアウト需要の高まり

富山フューチャー開発㈱ 2,711 231 前期コロナ禍による休業発生の反動

㈱ヤナゲン 937 47 閉店した百貨店事業の内外販事業の再強化
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連結 主要会社別業績 経常利益増減要因
(単位：百万円)

2022/2
実績 前期差 増減要因

連結子会社計 2,255 1,146
平和堂(中国) 1,127 311 コロナ禍からの回復による反動増

㈱ベストーネ 459 283 前期稼働直後による人件費増加反動 デリカ売場好調

㈱ナショナルメンテナンス 369 37 コロナ関連業務の受注増、不採算案件の減少

㈱ファイブスター △300 106 前期の休業反動と人件費の見直し

㈱丸善 34 △16 減収に伴う利益減少

㈱ダイレクトショップ △182 △67 コロナ禍によるフィットネス事業の苦戦

㈱エール 132 163 前期改装による臨時費反動と衣料品の粗利益高増加

㈱シーオーエム 288 28 生産性改善と赤字店舗閉鎖

富山フューチャー開発㈱ 42 211 営業収益増加に伴う利益増加

㈱ヤナゲン 214 13 不動産事業に集中しているため大幅な利益変動が無い
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連結 業績概況 2022年2月期 販売管理費

(単位：百万円、％)

2020/2 2021/2 2022/2
実績 実績 実績 前期比 前期差

販売管理費 137,702 135,189 134,748 99.7 △441
広告宣伝費 5,434 3,382 3,592 106.2 210
販売促進費 5,899 6,305 6,175 97.9 △129
人件費 71,321 72,607 70,790 97.5 △1,817
賃借料 13,345 12,729 13,470 105.8 740
減価償却費 11,360 11,584 11,839 102.2 255
水道光熱費 6,438 5,894 5,894 100.0 0
その他 23,901 22,685 22,985 101.3 299

 人件費：単体特別感謝金・賞与(1,660百万円)支給反動、ベストーネ派
遣労務費△228

 賃借料：単体情報処理手数料＋444(営業外収益との両建取消廃止)
 減価償却費：単体投資増加
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補足資料 単体



業績への
主な影響

気候等

コロナ関連

2021
年度

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
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環境変化と営業への影響概略

緊急事態宣言
時短営業
衣住フロア閉鎖

まん延防止
飲食等一部営業時間
等制限

オミクロン株
急速拡大

ワクチン接種拡大

デルタ株等
拡大減速

７月高温～
８月⾧雨低温

式典、春の学需
等、制限下であ
るものの前年よ
り動きあり

緊急事態宣言期間、衣料関
連大ブレーキ。まん延防止
期間、夏物、８月に入り⾧
雨低温で動き鈍い 精肉鮮
魚相場高

人の移動が増え、
国内遠距離旅行増
加。年末年始帰郷
も進んだ。一方で
気温が高く秋冬の
販売のずれ

年明け、感染
拡大で環境激
変し、巣ごも
り需要増。

10月~12月まで
高気温

12月末
彦根
雪害
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単体 売上高 商品部別月別既存店前期比

 5.6月度の営業自粛要請、9.10月度の緊急事態宣言により非食品は影響

を大きく受けた

80

90

100

110

120

130

3月度 4月度 5月度 6月度 7月度 8月度 9月度 10月度11月度12月度 1月度 2月度

平和堂 生鮮食品 一般食品 衣料品 住居関連品
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単体 既存店の客数・客単価前期比
 客数は休業・営業時間短縮の影響により低下(客数閏年影響△0.3％押
下）客単価は前期に引き続き高い水準

(単位：％)

2020/2 2021/2 2022/2

店

計

売上高 98.8 103.3 98.9
客数 98.6 97.0 98.1
客単価 100.3 106.5 100.8

買上点数 100.7 106.7 99.8
一品単価 99.6 99.8 100.9

食

品

売上高 99.4 106.4 99.0
客数 99.1 98.2 99.0
客単価 100.4 108.3 100.0

買上点数 100.1 107.5 99.2
一品単価 100.3 100.8 100.8
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単体 地域別売上高既存店前期比

 全体として、衣住構成比が高い地域での伸びは高くなった また食品に
ついては、青果相場が前期と比較し低めに推移したことと精肉鮮魚が仕
入れ価格高騰で値頃から乖離したこともマイナス要因

 富山は前期にファボーレ（大型ショッピングセンター）が、コロナ禍に
より一か月の休業期間が発生した反動

 愛知県・京阪神は、休業要請・営業時間短縮要請により客足が減少した
影響

(単位：％)

2021/2 2022/2 2021/2 2022/2 2021/2 2022/2

全社計 103.3 98.9 滋賀県 104.2 99.4

東海 104.4 98.2 北陸 97.0 101.4 京阪神 104.4 97.7

岐阜県 101.9 100.2 福井県 98.1 100.2 京都府 104.8 98.0

愛知県 105.4 97.3 石川県 99.0 99.2 大阪府 105.7 97.5

富山県 89.0 111.9 兵庫県 96.4 97.6
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単体 商品別粗利益率

(単位：％)

2020/2 2021/2 2022/2
実績 実績 実績 前期差

合計 26.9 26.9 26.9 0.0

食料品 27.2 27.5 27.4 △0.2

生鮮食品 28.1 28.5 28.3 △0.2

一般食品 26.4 26.7 26.6 △0.1

衣料品 35.9 33.6 35.9 2.3

住居関連品 27.4 27.4 27.4 0.0

その他 5.2 5.0 4.9 0.0

 生鮮食品は、精肉鮮魚の仕入価格上昇により値入率が悪化
 一般食品は、前期と比較し定番比率が低下したことで低下
 前期に発生した在庫原価評価方法の変更により、粗利高としては420
百万円の上昇 率としては全社で0.1％、衣料品で＋1.3％、住居関連
品は＋0.3％押上影響
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補足資料 業績予想
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2022年2月期 業績予想

 営業収益
• 国内小売事業（単体、丸善、エール）は、「巣ごもり消費」は2022
年2月期と比較し弱まるものの、食品については内食習慣が継続する
ことが予測されるため前期に近い業績となる想定 単体は、販促を
強化することで営業収益を伸ばす

• 平和堂(中国)有限公司は、新収益認識基準による営業収益が大きく
減少するが、旧基準比較でも競合環境の厳しさから前年を下回る想
定 為替影響は3.4％押し上げる

• 国内外食事業の㈱ファイブスターは、コロナ下によるマイナス影響
を大きく受けたため、2023年2月期は2022年2月期より20％程度の
伸⾧を想定

• ㈱ベストーネは、国内小売業の業績に比例した、営業収益を予想し、
前期並みとなる見込み
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2022年2月期 業績予想

 経常利益
• 国内小売事業（単体、丸善、エール）は、丸善、エールは営業収益
同様2022年2月期並みを想定する 単体は、今後の成⾧のための投
資・光熱費上昇の影響が大きく減益となる見込み

• 平和堂(中国)有限公司は、利益性の悪い店舗の閉店を予定しており
利益面ではプラスに転じる

• 国内外食事業の㈱ファイブスターは、2022年2月期に⾧期化したコ
ロナ下の影響で減損が発生しており、2023年2月期は大幅な営業収
益増もあり大きく増益となる想定

• ㈱ベストーネは、2022年2月期に新デリカセンター稼働に向けて既
存設備の減損を計上したため、当期純利益は大幅に増加する見込み
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2023年2月期 業績予想 上半期

 2023年2月期からは、新収益認識基準が導入されたことで営業収益につ
いては、連結では18,000百万円、単体では12,000百万円の減額影響

 新型コロナウイルス感染症については、一定の影響が継続すると想定す
る

予想値は新収益認識基準を表記 前期比・差は新旧比較 (前期比)は旧旧比較 単位：百万円、％

連結 単体
予想値 前期差 前期比 (前期比) 予想値 前期差 前期比 (前期比)

営業収益 202,000 △13,961 93.5 101.9 183,000 △7,061 96.3 102.6

営業利益 6,100 △955 86.5 86.5 5,200 △996 83.9 83.9

経常利益 7,300 △360 95.3 95.3 6,600 △398 94.3 94.3

親会社株主に帰属す
る四半期純利益/

四半期純利益
4,000 △1,149 77.7 77.7 3,700 △1,066 77.6 77.6
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単体 既存店 売上目標 前期比

 年間を通じて、新型コロナウイルス感染症の影響は継続すると想定する
が、2022年2月期に発生した休業要請・時間短縮要請は発生しない前提

 第2四半期の伸びが高いのは、前期に休業・時間短縮が発生した反動を
見込む

 年間を通して前期比が高いのは、販売促進費用をかけて集客を目指して
いるため 経済状況が不安定な中では、消費意欲低迷に備えて広告宣伝
費・販売促進費を確保している

(単位：％)

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期
四半期 101.5 102.4 101.6 99.6
半期 101.9 100.6

3Ｑ累計 101.8
通期 101.2
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単体 2022年3月度商品別売上高 （旧基準）

(単位：百万円、％)

３月度
単月業績

2020 2021 2022 既存店
前期比実績 実績 実績 構成比 前期比

合計 27,291 27,797 28,264 100.0 101.7 101.8

食料品 21,510 21,458 21,900 77.5 102.1 102.1

生鮮食品 9,737 9,987 10,304 36.5 103.2 103.0

一般食品 11,773 11,471 11,596 41.0 101.1 101.2

衣料品 1,535 1,905 1,851 6.5 97.1 97.1

住居関連品 2,817 2,980 2,975 10.5 99.8 99.7

商品供給 700 683 666 2.4 97.6 ʷ

その他 728 770 872 3.1 113.0 112.9

 「巣ごもり消費」は引き続き堅調であることと、ポイント販促を強化し
たことで、食品は好調に推移

 衣料品・住居関連品は前期同月度と営業状況は変わりがなく前年並みに
推移した
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株式会社平和堂


